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地球温暖化対策，環境対策につい
ては，ここ数年常にあらゆる分野で
取り上げられています。どうする事
で環境負荷を低減でき，この素晴ら
しい自然と共存し，持続的な社会を
形成できるかは，我々一人一人の活
動に依存しているのは言うまでもあ
りません。先の痛ましい東日本大震
災の影響で，電力不足問題が浮上し，
我々の日々の生活に大きな影響を与
えていますが，個人そして社会全体
が共通認識を持って問題に取り組む
事で，困難な状況の打開が図られて
います。また最近は日本及び海外で，
大雨の被害が報道されており，この
水との共生も大きな環境課題です。
まさに現実問題として，地球温暖化
／環境対策への取り組み方，インフ
ラのあり方について，産学官が連携
し環境イノベーション，ライフスタ
イルイノベーションを行う時期にき
ていると考えます。

さて 12 月号の建設施工の地球温
暖化対策／環境対策，読者の皆さん
参考にして頂けましたでしょうか？

巻頭言は ｢河川工学｣，｢自然再生
研究｣ がご専門の島谷幸宏先生にお
願いしました。

行政情報としては，建設機械の燃
費基準の創設，低炭素型建設機械の
普及支援について説明して頂きまし

た。またコンクリート塊をリサイク
ル（破砕→細分化）する事により低
炭素社会（CO2 削減）にも貢献でき
るという新しい視点も紹介して頂き
ました。

今回の特集号では，幅広いジャン
ルからの掲載を心掛けました。地球
温暖化対策（CO2 削減技術）の観点
からは，自然エネルギ発電，アスファ
ルト舗装技術，新排ガス規制適合建
機やハイブリッド建機，環境対策の
観点からは，微生物を活用した土壌，
地下水の浄化技術，建設副産物の現
状や新用途，また建設機械に使用さ
れている六価クロムや鉛といった環
境負荷物質の低減技術について紹介
しています。さらに海上工事に伴う
水中騒音・水中振動が生態系にどの
様な影響を与えているかという調査
報告も紹介しています。

交流の広場では､ 最近脚光を浴び
ている自然エネルギの地中熱につい
て話題提供を頂きました。

地球温暖化対策，環境対策を図り
ながら，いかに発展，成長を遂げて
いくか，産学官においては今後より
一層連携し，バランスを重視した柔
軟な舵取りが必要になると考えられ
ます。

最後になりますが，お忙しい中執
筆頂いた方々，話題を紹介して頂い
た方々大変有難うございました。誌
面を借りて厚く御礼申し上げます。

� （冨樫・松澤）

1 月号「建設機械・東日本大震災復旧特集」予告
・東日本大震災の初動対応と『東日本大震災～初動の記録～災害時ノウハウ集』
・九州地方整備局における排水ポンプ車による大震災支援活動
・震災現場での活動報告
・災害対策機械の被災地派遣
・津波堆積物の再資源化による人工地盤造成
・新型ハイブリッド油圧ショベル　HB205-1/HB215LC-1
・ハイブリッドホイールローダ
・ハイブリッドロータリ除雪車の開発
・大型クローラクレーンの外部カウンタウエイト仕様
・映像合成による油圧ショベルの周囲確認支援システム
・“ライフサイクルサポート”に基づく大型建設機械のプロダクトサポート
・純国産技術による第 1 号油圧ショベル UH03 の紹介　㈳日本機械学会 2011 年度機械遺産認定
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